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1学期お世話になりました。 

今年の梅雨は例年よりもかなり早く開けました。梅雨が短いと、降水量が少なく農作 

物の収穫にも影響が起きるのが心配です。物価もあがりますが、野菜も高くなるだろうと予想さ

れます。しかし、ここ最近は雨続きで明日から夏休みというのに、雨の中、セミの鳴き声が聞こえ

るといった不思議な現象が起きています。セミも頑張っているのでしょう。 

 

令和 4年度の 1学期も無事に終了することができました。7月に入ってからは、お休みが多く、

心配しましたが、徐々に回復して今日は元気な姿が沢山でした。残念ながら終業式に出席できなか

ったお友だちは、早く元気になって、長い夏休みご家庭で楽しく過ごされてください。9月 1日に

お会いできることを楽しみにしています。 

 

さて、1学期は 4月に新しいお友だちを迎え、新しい先生方もお迎えしました。最初は緊張した

り、慣れない園生活に戸惑ったり、疲れたり・・・。バタバタしたスタートでした。（これは毎年

のことですが！） 

少しずつ自覚が芽生えた、いるか組さん。ひよこ組さんやうさぎ組さんにもとっても優しく接し

てくれました。カレーレストランをはじめ色々な取組も自分たちで話し合い、計画しそして成功さ

せてくれました。2学期もとっても楽しみです。 

いつも元気なうさぎ組さん。幼稚園にも慣れて、ちょっとお兄さんお姉さんになったので自由に

遊び、何にでも挑戦しています。自分の思いを沢山表現し、お友だちと協力しながら 2学期も頑張

ってくれると思います。 

初めての園生活に慣れるのに精一杯だったひよこ組さん。少しずつ園での遊び、お友だちや先生

方との触れ合いが楽しくなってきました。お弁当の時間も自分の椅子にしっかり座って食べられる

ようになりました。2学期はさらにパワーアップしてくれると思います。 

 

 保護者の皆様には、感染症が心配される中、幼稚園経営に関し 

沢山のご協力とご理解をありがとうございました。 

 長い夏休みではありますが、園の閉庁日以外は職員が出勤してい 

ますので、子どもさんのご相談等ございましたら、この機会に時間 

をとることもできます。お声掛けください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日の懇談会の時に紹介した、【わが子を「メシが食える大人」に育てる 高濱正伸著】 という本で

す。 

子育ての最終的な目的は、わが子を「自分で飯を食っていける大人」に育て 

ること。そのためには、「自分で考える力」「ことばの力」「思い浮かべる力」 

「試そうとする力」「やり抜く力」を育むことが大切と書いてあります。 

 

最近特に、幼児期の教育（遊び）がとても重要だと色々なところ 

で聞かれます。色々な本に、子どもが付ける力について書かれて 

いますが、読んでいると幼稚園で行っていることと重なる部分も 

多いです。 

 夏の読書にいかがですか？ 

 

 

 

 


